
「ホテルで寛いでいるようなお部屋のつくりかた」
雑貨店「klala」店主　滝沢 緑さん

生活音、どこまで周りに気を遣えばいいの？

住人十色

転ばぬ先の知恵

楽しいおうちサバイバル
のススメ

特集　マンション防災を見直そう！

「四季の窓景」　第 7 回 ： 外房の垂り穂　千葉県いすみ市　O様邸



危機管理アドバイザー

国崎信江さん
阪神淡路大震災をきっかけ
に、女性・母の視点での防災
研究をスタートし、全国各地
で防災防犯の講演を行う。防
災科学技術委員会など、国や
自治体の防災関連の委員を
務める防災のスペシャリスト。
www.kunizakinobue.com

棚は固定して転倒を防止し、ガ
ラス扉には飛散防止フィルムを
貼るのは基本。さらに、下段に
重たい食器を置くことで棚を安
定させ、食器の下には滑り止め
シートを敷くようにしています。

まずは転倒＆飛散防止
食器棚にも様々な工夫を

2

「屋内でトイレが一番安全な避
難場所」というのは間違い。窓の
無いトイレや浴室だと、逆に閉
じ込められてしまうリスクもあ
ります。国崎家では、ドアの真ん
中に抜け穴ができる仕掛けが。

意外に多いのが
ドアが開かない恐怖体験

1

ウォーターサーバーや電子レン
ジは必ず固定、包丁などは表に
出さない。システムキッチンは、
引き出しが飛び出て逃げ遅れの
可能性があるため、引き出しス
トッパーをつけるのがベスト。

火や刃物を扱う台所は
最も危険な場所です！

3

1カ月分の食料を2畳ほどの食料
庫に保存。日常的に消費しつつ
買い足すのがオススメ。栄養バ
ランスも考えて、野菜ジュース
などの栄養素を含んだドリンク
を保存するのも絶対に忘れずに。

溜め込むのではなく
食べて買い足す！が基本

4

一番の危険は転落。国崎家では、
床を柔らかいコルク製にして、
手すりを設置。さらに、手すりに
は蓄光材をつけるというこだわ
り。夜間や停電時には発光し、足
元を照らしてくれて安心です。

停電時も真っ暗にならず
転んでも痛くない階段

5

ガラス製品は極力使わないのが
防災の基本。国崎家の和室では、
和の雰囲気を損なわない和紙製
の吊り下げ照明を採用。和紙な
ら落下して人に当たっても、怪
我のリスクは少なくてすみます。

頭の上にある照明類は
ガラス製を極力避ける

6

靴や本など、量が多くて背の高
い収納家具が必要なものは、同
じ部屋にまとめて収納。危険性
が高いものは分散させないのが
一番。玄関に近いため、ヘルメッ
トや非常持ち出し袋もここに。

危険性が高い家具は
まとめて1カ所に
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指南役 マ
ン
シ
ョ
ン
防
災
を
見
直
そ
う
！

楽
し
い

の
ス
ス
メ

お
う
ち
サ
バ
イ
バ
ル

在宅避難の準備

できて
います

か？

木
造
戸
建
と
比
べ
る
と

比
較
的
頑
丈
な
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、

災
害
時
に
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
知
っ
て
お
き
た
い
の
が
在
宅
避
難
。

起
こ
り
得
る
問
題
に
備
え
、

よ
り
大
き
な
安
心
を
得
ま
し
ょ
う
。

エレベーターが使えない！

トイレが流れない！ 電気が点かない！

ガスが使えない！

　

も
し
、
避
難
所
に
人
が
殺
到
し
て
し
ま
う

よ
う
な
大
き
な
災
害
が
お
き
た
と
き
、
避
難

所
へ
の
入
所
を
優
先
さ
れ
る
の
は
、
倒
壊
や

全
焼
な
ど
で
自
宅
を
失
っ
た
人
た
ち
で
す
。

耐
震
性
の
高
い
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
る

場
合
、
自
宅
に
て
待
機
す
る
よ
う
求
め
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、い
く
ら
建

物
が
大
丈
夫
で
も
、イ
ン
フ
ラ
が
完
全
復
旧

す
る
ま
で
の
間
は
、そ
れ
ま
で
通
り
の
生
活

を
送
る
こ
と
は
当
然
困
難
。
災
害
グ
ッ
ズ
を

完
備
し
て
い
る
と
い
う
ご
家
庭
は
多
い
で

し
ょ
う
が
、い
ざ
と
な
る
と
思
っ
て
も
み
な

い
問
題
が
起
き
る
も
の
。
と
く
に
マ
ン
シ
ョ

ン
の
場
合
、〝
な
ら
で
は
〞
な
留
意
点
を
把

握
し
て
い
な
い
人
は
結
構
多
い
の
で
す
。

　

た
と
え
ば
ト
イ
レ
の
水
。
一
般
に
は
お
風

呂
や
ポ
リ
タ
ン
ク
に
水
を
溜
め
て
お
く
こ
と

を
推
奨
し
て
い
ま
す
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
だ
と
、

も
し
下
水
管
が
損
傷
し
て
い
た
場
合
、
下
の

階
に
汚
水
が
漏
れ
出
る
な
ん
て
こ
と
も
。
確

認
が
取
れ
る
ま
で
、
携
帯
ト
イ
レ
を
使
用
し

ま
し
ょ
う
。エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
停
止
し
た
場

合
も
、
年
配
の
方
が
い
る
家
庭
は
非
常
階
段

の
確
認
や
歩
き
や
す
い
靴
を
用
意
す
る
だ
け

で
な
く
、
乗
降
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
の
確
保

ま
で
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
男
手
が
少

な
い
場
合
は
、ご
近
所
と
の
連
携
が
重
要
で

す
。
ガ
ス
コ
ン
ロ
は
、
自
宅
で
は
火
が
点
い

た
と
し
て
も
、
隣
や
上
階
の
ガ
ス
管
が
破
裂

し
て
い
た
ら
危
険
。ロ
ウ
ソ
ク
も
然
り
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
防
災
は
、
自

宅
＋
マ
ン
シ
ョ
ン
全
体
と
い
う
２
つ
の
視
点

を
持
つ
こ
と
が
大
切
。
防
災
設
備
や
グ
ッ
ズ

だ
け
で
な
く
、
人
間
関
係
と
い
っ
た
点
に
も

目
を
向
け
た
い
も
の
で
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
だ
か
ら
こ
そ
の

安
心
と
心
配
を
共
に
知
る

まずは、災害に耐える家の備えが絶対に必要です。危機管理教育研究所
代表、国崎さんは震度 7 の地震にも耐えられるよう、ご自宅に様々な工
夫をされているとのこと。そこで、国崎家の間取り図を大公開。プロなら
ではの役立つ防災ノウハウを、たっぷりと覗き見させてもらいました。

プロのお部屋を覗き見！
これで我が家が一番安全 !?

おうちサバイバル 1
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お笑い芸人

トッカグンさん
佐藤昌宏（右）と小野寺耕平
（左）による元自衛隊員という
異色の経歴のコンビ。自衛隊
時代に培った知識と技術を
生かして、災害時に役立つサ
バイバイル術をYouTubeなど
で発信している。https://blogs.
yahoo.co.jp/onodera_kouhei_blog/

料理研究家 管理栄養士

森崎友紀さん
管理栄養士・製菓衛生師・中
医薬膳指導員の経験を生か
したレシピを多数考案。テレ
ビや雑誌のほか、人気マン
ガ『食戟のソーマ』（集英社）
のレシピ協力を行うなど多
方面で活躍している。https://
morisaki-yuki.amebaownd.com

材料 （2人分）
サバの水煮 190g1 缶、玉
ねぎ 1/2 個、卵 1 個、パン
粉 1 .5 カップ、塩・胡椒適
宜、ゴマ油大さじ 1、ポン
酢大さじ 2、水溶き片栗粉
適宜

鯖缶ハンバーグ

❶玉ねぎのみじん切りと汁気
を切った鯖缶をほぐしながら、
卵、パン粉、塩、胡椒を入れ混
ぜる。※鯖缶の汁はソース作
りに使うので捨てないように。
❷手に水をつけて成形し、ゴ
マ油を熱したフライパンで焼
く。表面がキツネ色になった
らひっくり返して弱火に、フ
タをして3分間蒸し焼きに。
❸ハンバーグが焼きあがった
後、そのままのフライパンに、
鯖缶の汁とポン酢を入れ、お
好みで水溶きした片栗粉で
とろみをつければ、鯖缶ハン
バーグ特製のソースが完成。

材料 （2人分）
レトルトミートソース 1
袋 150g、水 350 cc、米 2
合、玉ねぎ 1/2 個、オリー
ブ油大さじ 1、塩 小さじ 1
〜、黒胡椒

レトルトミートソースピラフ

下準備お米は洗って30分浸
漬させ、ザルにあけて水を
切っておく。ミートソースの
容量が150g前後の場合は、水
と合わせて500ccになればOK。
❶フライパンでオリーブオイ
ルを熱し、みじん切りにした
玉ねぎを透き通るまで炒める。
❷お米、レトルトミートソース、
水、塩、黒胡椒を入れたら混ぜ
て、フタを閉めて火を点ける。
❸沸騰したら、弱火にして12
分、その後、火を止めて15分
蒸らして炊きあがり。フライ
パンの底から切るようにしゃ
もじで混ぜ合わせて、最後に
塩で味を調えれば完成。

単 1 電池が 2 本必要な懐中電灯を
単 3 電池 1 本で使う裏ワザ！

フ
ァ
イ
ヤ
ー

フ
ラ
ッ
シ
ュ

停
電
に
な
っ
た
ら
!?

こ
ん
な
お
も
し
ろ
ラ
ン
プ
も
ど
う
ぞ
！

乾電池とガムの銀紙だけで
火を点ける神ワザ！

❶単3電池にティッシュペー
パーを巻いて、単1電池の太
さにします（右）。次に、単3電
池の太さに巻いたアルミホイ
ルに、同じくティッシュペー
パーを巻きつけて、ある程度
太さを揃えます（左）。アルミ
ホイルの高さは約7.5cmに。

❷単3電池の方を先に懐中
電灯の中に入れます。続けて、
アルミホイルの方を入れて蓋
を閉めます。蓋をした際に、ア
ルミホイルがしっかりキャッ
プに接触しているか確かめて
おくと、ライトが点きやすい。

❸しっかりライトが点きました！ もちろん、本来は単1電池2本必要な
懐中電灯なので、単3電池1本では、寿命が短いことはご了承ください。

❸乾電池のプラスとマイナス部分に、銀紙の両端をくっつけると火が
点きます。2、3秒で火が点きますので、火傷には注意しましょう！

❶板ガムの包装に使われてい
る銀紙（表がアルミホイルで
裏が紙）を、綺麗にシワを伸ば
して、約1.5cmに切ります。縦
に三等分する目安で。

❷写真のように中央部分が
3mmくらいにくびれるように
切ります。くびれ部分が太す
ぎると火が点かず、細すぎる
と切れてしまうので要注意。

ピラフもハンバーグも、単品で十分に食卓を楽し
くしてくれますが、ふたつを合わせれば、もっと
豪華なプレートになります。つけあわせに、トマ
トやレタスを添えて、ピラフにはみじん切りにし
たパセリをトッピングすると色どりも鮮やかに。

森崎特製
鯖缶ハンバーグプレート

このふたつを合わせれば……

ツナ缶の中央に穴を開けて、こよりにしたティッシュペー
パーを詰めて火を点けるだけ！ 1時間くらいは持続可能。た
だし、ノンオイルのツナ缶だと火の点きが悪いのでご注意を。

ツ
ナ
缶
ラ
ン
プ

皮をカッターで半分だけカットします。残り半分の皮が破れ
ないように、実の部分を取り除きます。必ず、芯が残るように
取ること。サラダ油を注いで、芯に火を点ければ完成です！

オ
レ
ン
ジ
ラ
ン
プ

指南役指南役

❶ ❶

❷ ❷

❸

専門家が教える防災術は、知っていて損はありません。さらに、おもしろ
い防災術を知っておくと、在宅避難が少し楽しくなるかもしれません。
そこで、お笑い芸人トッカグンのおふたりに、元自衛隊員だからこその、
ついつい自慢したくなっちゃう楽しいサバイバル術をお聞きしました。

ライフラインが止まった災害時の食事といえば、缶詰やレトルト食品な
ど、寂しさが増してしまうものばかり。たとえお腹が満たされても、心ま
では満たされない。。。そこで、美人料理研究家で有名な森崎さんに、非常
食を使用した、簡単なのに心が贅沢になる料理を教えてもらいました。

元自衛隊員の芸人に学ぶ
おもしろ便利なサバイバル術

非常食で簡単にできちゃう
食卓を彩る絶品料理！

おうちサバイバル 2おうちサバイバル 3
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お笑い芸人

トッカグンさん
佐藤昌宏（右）と小野寺耕平
（左）による元自衛隊員という
異色の経歴のコンビ。自衛隊
時代に培った知識と技術を
生かして、災害時に役立つサ
バイバイル術をYouTubeなど
で発信している。https://blogs.
yahoo.co.jp/onodera_kouhei_blog/

料理研究家 管理栄養士

森崎友紀さん
管理栄養士・製菓衛生師・中
医薬膳指導員の経験を生か
したレシピを多数考案。テレ
ビや雑誌のほか、人気マン
ガ『食戟のソーマ』（集英社）
のレシピ協力を行うなど多
方面で活躍している。https://
morisaki-yuki.amebaownd.com

材料 （2人分）
サバの水煮 190g1 缶、玉
ねぎ 1/2 個、卵 1 個、パン
粉 1 .5 カップ、塩・胡椒適
宜、ゴマ油大さじ 1、ポン
酢大さじ 2、水溶き片栗粉
適宜

鯖缶ハンバーグ

❶玉ねぎのみじん切りと汁気
を切った鯖缶をほぐしながら、
卵、パン粉、塩、胡椒を入れ混
ぜる。※鯖缶の汁はソース作
りに使うので捨てないように。
❷手に水をつけて成形し、ゴ
マ油を熱したフライパンで焼
く。表面がキツネ色になった
らひっくり返して弱火に、フ
タをして3分間蒸し焼きに。
❸ハンバーグが焼きあがった
後、そのままのフライパンに、
鯖缶の汁とポン酢を入れ、お
好みで水溶きした片栗粉で
とろみをつければ、鯖缶ハン
バーグ特製のソースが完成。

材料 （2人分）
レトルトミートソース 1
袋 150g、水 350 cc、米 2
合、玉ねぎ 1/2 個、オリー
ブ油大さじ 1、塩 小さじ 1
〜、黒胡椒

レトルトミートソースピラフ

下準備お米は洗って30分浸
漬させ、ザルにあけて水を
切っておく。ミートソースの
容量が150g前後の場合は、水
と合わせて500ccになればOK。
❶フライパンでオリーブオイ
ルを熱し、みじん切りにした
玉ねぎを透き通るまで炒める。
❷お米、レトルトミートソース、
水、塩、黒胡椒を入れたら混ぜ
て、フタを閉めて火を点ける。
❸沸騰したら、弱火にして12
分、その後、火を止めて15分
蒸らして炊きあがり。フライ
パンの底から切るようにしゃ
もじで混ぜ合わせて、最後に
塩で味を調えれば完成。

単 1 電池が 2 本必要な懐中電灯を
単 3 電池 1 本で使う裏ワザ！

フ
ァ
イ
ヤ
ー

フ
ラ
ッ
シ
ュ

停
電
に
な
っ
た
ら
!?

こ
ん
な
お
も
し
ろ
ラ
ン
プ
も
ど
う
ぞ
！

乾電池とガムの銀紙だけで
火を点ける神ワザ！

❶単3電池にティッシュペー
パーを巻いて、単1電池の太
さにします（右）。次に、単3電
池の太さに巻いたアルミホイ
ルに、同じくティッシュペー
パーを巻きつけて、ある程度
太さを揃えます（左）。アルミ
ホイルの高さは約7.5cmに。

❷単3電池の方を先に懐中
電灯の中に入れます。続けて、
アルミホイルの方を入れて蓋
を閉めます。蓋をした際に、ア
ルミホイルがしっかりキャッ
プに接触しているか確かめて
おくと、ライトが点きやすい。

❸しっかりライトが点きました！ もちろん、本来は単1電池2本必要な
懐中電灯なので、単3電池1本では、寿命が短いことはご了承ください。

❸乾電池のプラスとマイナス部分に、銀紙の両端をくっつけると火が
点きます。2、3秒で火が点きますので、火傷には注意しましょう！

❶板ガムの包装に使われてい
る銀紙（表がアルミホイルで
裏が紙）を、綺麗にシワを伸ば
して、約1.5cmに切ります。縦
に三等分する目安で。

❷写真のように中央部分が
3mmくらいにくびれるように
切ります。くびれ部分が太す
ぎると火が点かず、細すぎる
と切れてしまうので要注意。

ピラフもハンバーグも、単品で十分に食卓を楽し
くしてくれますが、ふたつを合わせれば、もっと
豪華なプレートになります。つけあわせに、トマ
トやレタスを添えて、ピラフにはみじん切りにし
たパセリをトッピングすると色どりも鮮やかに。

森崎特製
鯖缶ハンバーグプレート

このふたつを合わせれば……

ツナ缶の中央に穴を開けて、こよりにしたティッシュペー
パーを詰めて火を点けるだけ！ 1時間くらいは持続可能。た
だし、ノンオイルのツナ缶だと火の点きが悪いのでご注意を。

ツ
ナ
缶
ラ
ン
プ

皮をカッターで半分だけカットします。残り半分の皮が破れ
ないように、実の部分を取り除きます。必ず、芯が残るように
取ること。サラダ油を注いで、芯に火を点ければ完成です！

オ
レ
ン
ジ
ラ
ン
プ

指南役指南役

❶ ❶

❷ ❷

❸

専門家が教える防災術は、知っていて損はありません。さらに、おもしろ
い防災術を知っておくと、在宅避難が少し楽しくなるかもしれません。
そこで、お笑い芸人トッカグンのおふたりに、元自衛隊員だからこその、
ついつい自慢したくなっちゃう楽しいサバイバル術をお聞きしました。

ライフラインが止まった災害時の食事といえば、缶詰やレトルト食品な
ど、寂しさが増してしまうものばかり。たとえお腹が満たされても、心ま
では満たされない。。。そこで、美人料理研究家で有名な森崎さんに、非常
食を使用した、簡単なのに心が贅沢になる料理を教えてもらいました。

元自衛隊員の芸人に学ぶ
おもしろ便利なサバイバル術

非常食で簡単にできちゃう
食卓を彩る絶品料理！

おうちサバイバル 2おうちサバイバル 3
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インテリアスタイリスト

窪川勝哉さん
インテリアだけでなく、家電、
文房具などプロダクト全般
に造詣が深い。テレビや雑誌
のほか、ウィンドウディスプ
レイなどのスタイリングも手
掛ける。東洋大学ライフデザ
イン学部非常勤講師。https://
ameblo.jp/kubokawakatsuya/

おしゃれな部屋によく馴染む
究極シンプルな防災セット

いつでもどこでも持っていける
かわいらしくてタフな強い味方

SUGITA ACE × nendo の
防災セット

ソーラーパフの LED ランタン

ミニマルでシンプルなデザインの防災セット。直径約6cm、長さ58cm
の樹脂製の筒にランタン、多目的ケース、ラジオ、ポンチョが入ってい
ます。蓋裏にはホイッスルが収納されていて、いざという時も安心。ミ
ニメイド ¥18,000（税抜）／杉田エース株式会社 a03-3633-5161

ソーラー充電式のコンパクト
なライト。シーンに合わせて調
光できるのでインテリアにも
ぴったり。折りたたんで収納可
能で、防水加工されているの
で、外でも使えます。最長12時
間点灯。ソーラーパフ クール
ブライト ¥3,400（税抜）／ラ
ンドポート a03-3255-8388

本棚に飾ってある本が
災害時に命を救う !?

東京備食の非常食セット
備蓄の知識やレシピを掲載した「備える本」と、3食分の非常食セット。1
食分は、主食（アルファ米）、主菜、副菜、汁物、甘味の5品目。栄養バラ
ンスと「美食」にこだわった缶詰は、 「賛否両論」の笠原将弘シェフが監
修。6,000円（税抜）／オムニ７ http://7net.omni7.jp/detail/2110594800

01は懐中電灯にもなるランタン。03の
手回し充電できるラジオは、スマホや
ランタンの充電器にも。04のビニール
製のポンチョは、雨天時の避難に重宝。

指南役

防災グッズは備えているが、やっぱり見た目が格好悪い…とお悩みの方
も多いはず。そこで、インテリアスタイリストの窪川さんがオススメす
る、便利でお洒落な防災グッズを紹介。インテリアを邪魔しない、むしろ
お部屋に飾りたくなる、スタイリッシュな 3 アイテムを厳選しました！

災害時だって楽しくいたい！
便利でお洒落な防災グッズ

おうちサバイバル 4

これまでも管理組合様向けに防災用品備蓄のご提案を行っておりましたが、
この度、お客様ご自身が個別にネット上でご購入できるよう、
専用の防災用品販売サイトを開設いたしました。

スマートフォン・携帯電話等でご利用の場合は、
右の二次元バーコードを読み取っていただくと、直接ログイン画面にアクセスできます。
※アクセス先はミドリ安全が運営するサイトとなります

パソコンでご利用の場合は下記URLからアクセスしてください。

https://marimo-mc.co.jp/tenant/

防災用品販売サイトを開設いたしました！
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Living &
Dining Room

Layout
in the Room

マ
ン
シ
ョ
ン
で
ス
テ
キ
な
暮
ら
し
を
楽
し
む

夫
婦
揃
っ
て
イ
ン
テ
リ
ア
業
界
に

携
わ
る
滝
沢
さ
ん
。

イ
ン
テ
リ
ア
の
プ
ロ
は
ど
ん
な
家
を
選
び
、

そ
し
て
ど
ん
な
部
屋
を

作
り
上
げ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

間取り：1LDK
延床面積：約64㎡
元々 2LDKで畳部屋だった所を、リ
ビングとベッドルームの1LDKにリノ
ベーション。南側と北側にある大き
な窓により、日差しも風通しも抜群。

MANSION  DATE

滝沢  緑さん
「ザ・コンランショップ」のスタッフを
経て、ファッションブランドの「ミナ ペ
ルホネン」に転職。その後、インテリ
ア雑貨ショップをインターネットでは
じめ、2010年には東京・三軒茶屋に
実店舗「klala（クララ）」を開業。店主
として同店舗を切り盛りしています。
www.klala.net
InstagramID：m.klala

雑貨店「klala」店主

部
屋
に
い
な
が
ら
、

ま
る
で
ホ
テ
ル
に

い
る
よ
う
な
気
分
で
す
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(1)(2)

滝沢さん直伝

空間を豊かにする
花の上手な飾りかた

(1)建築家ジャン・プ
ルーヴェがデザインした
ダイニングテーブル。
(2)白で統一したベッ
ドルームには、壁一面
のクローゼットを追加

かつてフラワーアレンジメントを勉強し、資格も
保有している滝沢さんは、花の飾りかたにも一
家言があります。「家具や食器に色を使わない
分、花は差し色を効かせます。それから、どこに
座っても花が目に入る位置に飾っています」。

色を効かせつつも、主張
が強くなりすぎないように花
瓶は透明な物を使用。ソ
ファに座ったときの視線に
入りやすいように、床には
直接置かず、アンティーク
の椅子などを活用します。

　

広
々
と
し
た
中
庭
の
あ
る
こ
の

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ら
、
部
屋
に
い
な

が
ら
に
し
て
公
園
で
日
向
ぼ
っ
こ

を
し
て
い
る
気
分
を
楽
し
め
る
と
、

家
主
の
滝
沢
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

購
入
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
も
、

そ
ん
な
窓
一
杯
に
緑
が
広
が
る
中

庭
が
あ
っ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

 
「
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
友
人
が
住

ん
で
い
て
、
遊
び
に
来
た
と
き
に

中
庭
の
素
晴
ら
し
さ
に
ひ
と
目
惚

れ
し
ま
し
た
。
向
か
い
合
う
棟
と

高
低
差
が
あ
り
、
窓
か
ら
見
え
る

景
色
が
緑
一
色
な
ん
で
す
。
そ
れ

に
マ
ン
シ
ョ
ン
自
体
が
高
台
に
あ

る
の
で
、
風
の
通
り
が
良
く
、
窓

を
開
け
る
と
公
園
で
過
ご
し
て
い

る
よ
う
な
気
分
に
な
る
ん
で
す
」

　

同
じ
イ
ン
テ
リ
ア
シ
ョ
ッ
プ
で

働
い
て
い
た
と
い
う
滝
沢
さ
ん
夫

婦
。
部
屋
作
り
に
目
の
肥
え
た
２

人
が
見
初
め
た
点
は
、
他
に
も
あ

り
ま
す
。
築
40
年
以
上
と
な
る
同

マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
建
築
家
の
内
井

昭
蔵
氏
が
手
が
け
た
も
の
。
部
屋

ご
と
に
角
を
設
け
た
独
特
の
デ
ザ

イ
ン
に
よ
り
、
上
空
か
ら
見
る
と

ま
る
で
階
段
の
よ
う
な
形
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
正
面

だ
け
で
な
く
左
右
と
も
視
線
が
交

差
す
る
こ
と
な
く
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
空
間
が
保
て
る
の
で
す
。

 

「
住
ん
で
い
て
、あ
ま
り
他
人
の

存
在
を
感
じ
る
こ
と
が
な
い
で
す

ね
。
周
辺
も
車
や
人
通
り
が
少
な

い
の
で
、と
て
も
静
か
で
す
。
休

日
は
家
事
を
済
ま
せ
て
か
ら
、
大

き
な
窓
か
ら
中
庭
を
眺
め
つ
つ
読

書
を
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
」

　

元
々
２
L
D
K
で
リ
ビ
ン
グ
と

和
室
が
２
部
屋
あ
っ
た
と
こ
ろ
を

１
部
屋
減
ら
し
、１
L
D
K
に
し

て
い
ま
す
。
リ
ビ
ン
グ
に
窓
が
ひ

と
つ
増
え
た
こ
と
で
陽
の
光
が
よ

り
多
く
差
し
込
み
、
開
放
感
も
増

し
ま
し
た
。
そ
の
開
放
感
を
生
か

す
た
め
に
、
通
常
の
カ
ー
テ
ン
は

付
け
ず
に
調
光
可
能
な
ロ
ー
ル
ス

ク
リ
ー
ン
を
設
置
。
中
庭
の
木
々

が
外
か
ら
の
視
線
を
遮
っ
て
く
れ

る
の
で
、よ
ほ
ど
日
差
し
が
強
い

日
で
な
け
れ
ば
、
ス
ク
リ
ー
ン
を

下
ろ
す
こ
と
は
な
い
そ
う
で
す
。

こ
の
心
地
良
い
空
間
の
お
か
げ
で
、

あ
ま
り
外
へ
出
か
け
る
こ
と
が
な

く
な
っ
た
と
い
う
の
も
納
得
で
す
。

　

滝
沢
さ
ん
夫
婦
は
、
イ
ン
テ
リ

ア
業
界
に
共
に
身
を
置
く
と
あ
っ

て
、
当
初
か
ら
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

で
自
由
に
部
屋
作
り
が
行
え
る

ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
マ
ン
シ
ョ
ン
に
興

味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
マ

ン
シ
ョ
ン
を
購
入
す
る
ま
で
に
も

い
く
つ
か
物
件
を
見
に
行
っ
た
こ

と
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、そ
の
際

に
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
の
が
、

余
裕
の
あ
る
収
納
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
で
き
る
か
ど
う
か
。

 

「
元
か
ら
収
納
ス
ペ
ー
ス
は
多

素
敵
な
中
庭
に
誘
わ
れ
て

ト
ン
ト
ン
拍
子
に
購
入

木
々
を
望
む
大
き
な
窓
を

生
か
し
た
癒
し
の
空
間

か
っ
た
の
で
す
が
、さ
ら
に
ベ
ッ

ド
ル
ー
ム
を
設
け
た
際
に
壁
一
面

の
大
き
な
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
を
追
加

で
作
り
ま
し
た
。
同
じ
サ
イ
ズ
の

間
取
り
で
は
、あ
り
え
な
い
ぐ
ら

い
の
収
納
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

も
、
パ
リ
の
小
さ
な
ホ
テ
ル
の
よ

う
な
イ
ン
テ
リ
ア
を
実
現
す
る
た

め
な
ん
で
す
。
そ
れ
に
は
、と
に

か
く
生
活
感
の
あ
る
も
の
を
極
力

隠
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
棚
に
並

べ
る
書
籍
も
数
を
減
ら
し
て
、
背

表
紙
を
壁
と
同
じ
白
で
統
一
す
る

こ
と
で
、す
っ
き
り
と
見
え
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
オ
ブ
ジ
ェ
も

で
き
る
だ
け
色
を
使
わ
な
い
よ
う

に
心
が
け
て
い
る
ん
で
す
。
今
は
、

お
花
ぐ
ら
い
し
か
色
を
使
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
時
々
気
分
転
換
で
色

が
あ
る
物
ば
か
り
を
集
め
た
り
し

て
楽
し
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

　

さ
ら
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
床
。

選
ん
だ
の
は
無
垢
の
オ
ー
ク
材
で
、

値
は
張
り
ま
す
が
、
通
常
よ
り
板

幅
が
広
い
も
の
に
し
た
そ
う
で
す
。

 

「
床
暖
房
も
入
れ
ま
し
た
。
だ
か

ら
、リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
費
用
の
中

で
床
が
最
も
掛
か
り
ま
し
た
ね
。

で
も
、
床
は
壁
に
続
い
て
面
積
が

大
き
く
、そ
れ
だ
け
に
イ
ン
テ
リ

ア
全
体
の
印
象
を
左
右
す
る
重
要

な
箇
所
な
の
で
、
妥
協
は
し
た
く

な
か
っ
た
ん
で
す
。
た
だ
、そ
こ

さ
え
決
ま
れ
ば
、
家
具
な
ど
は
ス

タ
イ
ル
が
バ
ラ
バ
ラ
で
も
、
意
外

と
ま
と
ま
り
ま
す
。
実
際
に
、

テ
ー
ブ
ル
を
囲
む
椅
子
は
独
身
時

代
か
ら
使
っ
て
い
る
も
の
を
持
ち

寄
っ
て
い
る
の
で
形
も
素
材
も
バ

ラ
バ
ラ
な
の
で
す
が
、
特
に
違
和

感
を
感
じ
ま
せ
ん
。
他
も
以
前
か

ら
使
っ
て
い
た
も
の
ば
か
り
で
、

こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
越
し
て
来
て

か
ら
新
調
し
た
の
は
、
ダ
イ
ニ
ン

グ
テ
ー
ブ
ル
ぐ
ら
い
で
す
か
ら
」

　

イ
ン
テ
リ
ア
を
作
り
上
げ
る
上

で
、
大
切
な
の
は
一
度
真
っ
新
に

す
る
こ
と
だ
と
語
る
滝
沢
さ
ん
。

そ
し
て
、
絶
対
に
置
き
た
い
も
の

を
ま
ず
ひ
と
つ
置
き
、そ
れ
を
起

点
に
部
屋
作
り
を
す
る
と
、
イ

メ
ー
ジ
が
固
ま
り
や
す
い
と
か
。

自
分
好
み
の
部
屋
作
り
を
楽
し
み

た
い
滝
沢
さ
ん
夫
婦
に
は
、
壁
も

床
も
ラ
イ
ト
も
す
べ
て
真
っ
新
か

ら
始
め
ら
れ
る
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
マ

ン
シ
ョ
ン
は
、
必
然
的
な
選
択

だ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。　

 

「
部
屋
作
り
っ
て
、す
ぐ
に
完
成

す
る
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

住
ん
で
い
く
中
で
様
々
に
変
化
し

な
が
ら
、
次
第
に
作
り
上
げ
て
い

く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
マ
ン

シ
ョ
ン
も
同
じ
。
数
十
年
と
い
う

長
い
時
間
を
掛
け
て
街
に
す
っ
か

り
と
馴
染
ん
だ
と
き
に
、
本
当
の

魅
力
が
わ
か
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
こ
を
選
ん
だ
ん
で
す
」

プ
ロ
だ
か
ら
こ
そ
気
づ
く

理
想
を
叶
え
る
部
屋
作
り

本
当
に
完
成
す
る
の
は

何
十
年
と
住
み
続
け
た
先

(3)お気に入りの読書スペース。(4)扉のない食器棚に置くのは、白ベースの食器だけ。
並ぶのは磁器作家イイホシ ユミコさんの作品など。(5)ベッドルームの扉はパリの古いア
パルトメントで使われていたもの。部屋には同じ扉はなく、すべて違う扉というのがこだわり。

(3)(4)

(5)
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(1)(2)

滝沢さん直伝

空間を豊かにする
花の上手な飾りかた

(1)建築家ジャン・プ
ルーヴェがデザインした
ダイニングテーブル。
(2)白で統一したベッ
ドルームには、壁一面
のクローゼットを追加

かつてフラワーアレンジメントを勉強し、資格も
保有している滝沢さんは、花の飾りかたにも一
家言があります。「家具や食器に色を使わない
分、花は差し色を効かせます。それから、どこに
座っても花が目に入る位置に飾っています」。

色を効かせつつも、主張
が強くなりすぎないように花
瓶は透明な物を使用。ソ
ファに座ったときの視線に
入りやすいように、床には
直接置かず、アンティーク
の椅子などを活用します。

　

広
々
と
し
た
中
庭
の
あ
る
こ
の

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ら
、
部
屋
に
い
な

が
ら
に
し
て
公
園
で
日
向
ぼ
っ
こ

を
し
て
い
る
気
分
を
楽
し
め
る
と
、

家
主
の
滝
沢
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

購
入
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
も
、

そ
ん
な
窓
一
杯
に
緑
が
広
が
る
中

庭
が
あ
っ
た
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

 

「
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
友
人
が
住

ん
で
い
て
、
遊
び
に
来
た
と
き
に

中
庭
の
素
晴
ら
し
さ
に
ひ
と
目
惚

れ
し
ま
し
た
。
向
か
い
合
う
棟
と

高
低
差
が
あ
り
、
窓
か
ら
見
え
る

景
色
が
緑
一
色
な
ん
で
す
。
そ
れ

に
マ
ン
シ
ョ
ン
自
体
が
高
台
に
あ

る
の
で
、
風
の
通
り
が
良
く
、
窓

を
開
け
る
と
公
園
で
過
ご
し
て
い

る
よ
う
な
気
分
に
な
る
ん
で
す
」

　

同
じ
イ
ン
テ
リ
ア
シ
ョ
ッ
プ
で

働
い
て
い
た
と
い
う
滝
沢
さ
ん
夫

婦
。
部
屋
作
り
に
目
の
肥
え
た
２

人
が
見
初
め
た
点
は
、
他
に
も
あ

り
ま
す
。
築
40
年
以
上
と
な
る
同

マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
建
築
家
の
内
井

昭
蔵
氏
が
手
が
け
た
も
の
。
部
屋

ご
と
に
角
を
設
け
た
独
特
の
デ
ザ

イ
ン
に
よ
り
、
上
空
か
ら
見
る
と

ま
る
で
階
段
の
よ
う
な
形
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
正
面

だ
け
で
な
く
左
右
と
も
視
線
が
交

差
す
る
こ
と
な
く
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
空
間
が
保
て
る
の
で
す
。

 

「
住
ん
で
い
て
、あ
ま
り
他
人
の

存
在
を
感
じ
る
こ
と
が
な
い
で
す

ね
。
周
辺
も
車
や
人
通
り
が
少
な

い
の
で
、と
て
も
静
か
で
す
。
休

日
は
家
事
を
済
ま
せ
て
か
ら
、
大

き
な
窓
か
ら
中
庭
を
眺
め
つ
つ
読

書
を
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
」

　

元
々
２
L
D
K
で
リ
ビ
ン
グ
と

和
室
が
２
部
屋
あ
っ
た
と
こ
ろ
を

１
部
屋
減
ら
し
、１
L
D
K
に
し

て
い
ま
す
。
リ
ビ
ン
グ
に
窓
が
ひ

と
つ
増
え
た
こ
と
で
陽
の
光
が
よ

り
多
く
差
し
込
み
、
開
放
感
も
増

し
ま
し
た
。
そ
の
開
放
感
を
生
か

す
た
め
に
、
通
常
の
カ
ー
テ
ン
は

付
け
ず
に
調
光
可
能
な
ロ
ー
ル
ス

ク
リ
ー
ン
を
設
置
。
中
庭
の
木
々

が
外
か
ら
の
視
線
を
遮
っ
て
く
れ

る
の
で
、よ
ほ
ど
日
差
し
が
強
い

日
で
な
け
れ
ば
、
ス
ク
リ
ー
ン
を

下
ろ
す
こ
と
は
な
い
そ
う
で
す
。

こ
の
心
地
良
い
空
間
の
お
か
げ
で
、

あ
ま
り
外
へ
出
か
け
る
こ
と
が
な

く
な
っ
た
と
い
う
の
も
納
得
で
す
。

　

滝
沢
さ
ん
夫
婦
は
、
イ
ン
テ
リ

ア
業
界
に
共
に
身
を
置
く
と
あ
っ

て
、
当
初
か
ら
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

で
自
由
に
部
屋
作
り
が
行
え
る

ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
マ
ン
シ
ョ
ン
に
興

味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
マ

ン
シ
ョ
ン
を
購
入
す
る
ま
で
に
も

い
く
つ
か
物
件
を
見
に
行
っ
た
こ

と
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、そ
の
際

に
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
の
が
、

余
裕
の
あ
る
収
納
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
で
き
る
か
ど
う
か
。

 

「
元
か
ら
収
納
ス
ペ
ー
ス
は
多

素
敵
な
中
庭
に
誘
わ
れ
て

ト
ン
ト
ン
拍
子
に
購
入

木
々
を
望
む
大
き
な
窓
を

生
か
し
た
癒
し
の
空
間

か
っ
た
の
で
す
が
、さ
ら
に
ベ
ッ

ド
ル
ー
ム
を
設
け
た
際
に
壁
一
面

の
大
き
な
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
を
追
加

で
作
り
ま
し
た
。
同
じ
サ
イ
ズ
の

間
取
り
で
は
、あ
り
え
な
い
ぐ
ら

い
の
収
納
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

も
、
パ
リ
の
小
さ
な
ホ
テ
ル
の
よ

う
な
イ
ン
テ
リ
ア
を
実
現
す
る
た

め
な
ん
で
す
。
そ
れ
に
は
、と
に

か
く
生
活
感
の
あ
る
も
の
を
極
力

隠
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
棚
に
並

べ
る
書
籍
も
数
を
減
ら
し
て
、
背

表
紙
を
壁
と
同
じ
白
で
統
一
す
る

こ
と
で
、す
っ
き
り
と
見
え
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
オ
ブ
ジ
ェ
も

で
き
る
だ
け
色
を
使
わ
な
い
よ
う

に
心
が
け
て
い
る
ん
で
す
。
今
は
、

お
花
ぐ
ら
い
し
か
色
を
使
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
時
々
気
分
転
換
で
色

が
あ
る
物
ば
か
り
を
集
め
た
り
し

て
楽
し
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

　

さ
ら
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
床
。

選
ん
だ
の
は
無
垢
の
オ
ー
ク
材
で
、

値
は
張
り
ま
す
が
、
通
常
よ
り
板

幅
が
広
い
も
の
に
し
た
そ
う
で
す
。

 

「
床
暖
房
も
入
れ
ま
し
た
。
だ
か

ら
、リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
費
用
の
中

で
床
が
最
も
掛
か
り
ま
し
た
ね
。

で
も
、
床
は
壁
に
続
い
て
面
積
が

大
き
く
、そ
れ
だ
け
に
イ
ン
テ
リ

ア
全
体
の
印
象
を
左
右
す
る
重
要

な
箇
所
な
の
で
、
妥
協
は
し
た
く

な
か
っ
た
ん
で
す
。
た
だ
、そ
こ

さ
え
決
ま
れ
ば
、
家
具
な
ど
は
ス

タ
イ
ル
が
バ
ラ
バ
ラ
で
も
、
意
外

と
ま
と
ま
り
ま
す
。
実
際
に
、

テ
ー
ブ
ル
を
囲
む
椅
子
は
独
身
時

代
か
ら
使
っ
て
い
る
も
の
を
持
ち

寄
っ
て
い
る
の
で
形
も
素
材
も
バ

ラ
バ
ラ
な
の
で
す
が
、
特
に
違
和

感
を
感
じ
ま
せ
ん
。
他
も
以
前
か

ら
使
っ
て
い
た
も
の
ば
か
り
で
、

こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
越
し
て
来
て

か
ら
新
調
し
た
の
は
、
ダ
イ
ニ
ン

グ
テ
ー
ブ
ル
ぐ
ら
い
で
す
か
ら
」

　

イ
ン
テ
リ
ア
を
作
り
上
げ
る
上

で
、
大
切
な
の
は
一
度
真
っ
新
に

す
る
こ
と
だ
と
語
る
滝
沢
さ
ん
。

そ
し
て
、
絶
対
に
置
き
た
い
も
の

を
ま
ず
ひ
と
つ
置
き
、そ
れ
を
起

点
に
部
屋
作
り
を
す
る
と
、
イ

メ
ー
ジ
が
固
ま
り
や
す
い
と
か
。

自
分
好
み
の
部
屋
作
り
を
楽
し
み

た
い
滝
沢
さ
ん
夫
婦
に
は
、
壁
も

床
も
ラ
イ
ト
も
す
べ
て
真
っ
新
か

ら
始
め
ら
れ
る
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
マ

ン
シ
ョ
ン
は
、
必
然
的
な
選
択

だ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。　

 

「
部
屋
作
り
っ
て
、す
ぐ
に
完
成

す
る
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

住
ん
で
い
く
中
で
様
々
に
変
化
し

な
が
ら
、
次
第
に
作
り
上
げ
て
い

く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
マ
ン

シ
ョ
ン
も
同
じ
。
数
十
年
と
い
う

長
い
時
間
を
掛
け
て
街
に
す
っ
か

り
と
馴
染
ん
だ
と
き
に
、
本
当
の

魅
力
が
わ
か
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
こ
を
選
ん
だ
ん
で
す
」

プ
ロ
だ
か
ら
こ
そ
気
づ
く

理
想
を
叶
え
る
部
屋
作
り

本
当
に
完
成
す
る
の
は

何
十
年
と
住
み
続
け
た
先

(3)お気に入りの読書スペース。(4)扉のない食器棚に置くのは、白ベースの食器だけ。
並ぶのは磁器作家イイホシ ユミコさんの作品など。(5)ベッドルームの扉はパリの古いア
パルトメントで使われていたもの。部屋には同じ扉はなく、すべて違う扉というのがこだわり。

(3)(4)

(5)
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今
回
の
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
自
然
死
や

病
気
か
ら
く
る
孤
独
死
は
殺
人
事
件
な
ど

と
は
異
な
り
ま
す
。
心
理
的
瑕
疵
要
因
に

あ
た
ら
な
い
場
合
が
あ
り
、
売
却
時
に
は

不
利
に
な
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
告

知
の
必
要
が
な
い
と
は
言
い
き
れ
ま
せ
ん
。

　

不
動
産
売
買
の
際
の「
重
要
事
項
説
明

書
」の
中
に
は
、
買
主
に
よ
る
契
約
の
判

断
に
関
わ
る
内
容
と
し
て
心
理
的
瑕
疵
に

つ
い
て
記
載
す
る
義
務
が
あ
り
、
殺
人
事

件
は
あ
る
程
度
の
期
間
は
記
載
義
務
が
あ

り
ま
す
。
残
虐
性
な
ど
か
ら
50
年
前
の
殺

人
に
つ
い
て
も
瑕
疵
を
み
と
め
て
い
る
場

合
も
あ
れ
ば
、
２
年
前
に
放
火
殺
人
が

あ
っ
て
も
瑕
疵
を
否
定
し
た
例
も
あ
り
、

記
載
す
べ
き
期
間
に
決
ま
り
は
な
く
ケ
ー

ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
す
。
で
は
、
孤
独
死
は

ど
う
か
。
こ
れ
は
発
見
さ
れ
た
状
況
に
も

影
響
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

た
と
え
ば
、
離
れ
て
住
ん
で
い
た
肉
親

が
急
に
音
信
不
通
に
。
心
配
に
な
っ
て
訪

問
し
、
遺
体
を
発
見
し
た
と
し
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
場
合
は
発
見
が
早
く
、
問
題
と

な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
で
し
ょ
う
。

　

孤
独
死
で
事
故
物
件
扱
い
と
な
る
と
す

れ
ば
、
発
見
が
遅
く
、
遺
体
の
状
態
が
悪

い
場
合
で
す
。
近
隣
に
も
知
れ
渡
れ
ば
、

買
主
に
対
し
て
の
告
知
義
務
が
発
生
す
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

次
の
買
主
が
入
居
後
に
知
る
こ
と
に
よ

り
訴
え
ら
れ
る
と
、
説
明
不
十
分
と
判
断

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
遺
体
発
見
当

時
の
状
況
を
業
者
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
、

売
却
後
の
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

騒
音
は
、
集
合
住
宅
で
よ
く
う
か
が
う

ト
ラ
ブ
ル
で
す
が
、
立
証
が
難
し
く
裁
判

に
至
ら
な
い
こ
と
も
多
い
案
件
で
す
。

　

そ
も
そ
も
、「
気
を
つ
か
っ
て
生
活
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」と
い
う
疑
問
に

つ
い
て
は
、
集
合
住
宅
と
い
う
性
質
上「
は

い
」と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
壁
や
フ

ロ
ー
リ
ン
グ
な
ど
一
定
の
防
音
基
準
を
満

た
し
て
建
築
さ
れ
た
例
も
あ
り
ま
す
が
、

す
べ
て
の
音
を
遮
断
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
で
し
ょ
う
。
一
般
的
に「
社
会
的
生
活

を
営
む
上
で
、
我
慢
す
る
べ
き
限
度
」と

し
て「
受
忍
限
度
」と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、

多
少
の
生
活
音
は
お
互
い
に
我
慢
を
す
る

の
が
前
提
で
す
。
家
族
向
け
か
単
身
者
向

け
か
と
い
っ
た
居
住
者
の
層
や
、
建
物
自

体
の
設
備
に
よ
っ
て
も
受
忍
限
度
の
捉
え

方
は
変
わ
り
ま
す
。

　

今
回
の
ケ
ー
ス
は
生
活
音
と
は
異
な
り
、

聴
く
方
が
音
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ま

す
。
ご
質
問
内
容
か
ら
は
不
明
で
す
が
、

い
つ
、
ど
の
く
ら
い
の
音
量
で
音
楽
を
流

さ
れ
て
い
た
の
か
に
よ
り
、
上
階
の
方
が

気
に
さ
れ
る
度
合
も
変
わ
っ
た
は
ず
で
す
。

ま
た
、
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
低
音
が
壁

や
配
管
な
ど
を
伝
っ
て
物
理
的
に
響
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
ス
ピ
ー

カ
ー
の
置
き
方
な
ど
で
も
多
少
改
善
で
き

る
で
し
ょ
う
。

　

騒
音
ト
ラ
ブ
ル
は
、
最
終
的
に
は
居
住

者
同
士
で
の
解
決
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
注
意
を
受
け
た
場
合
は

対
策
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
問
題
が
起
き
た

時
に
解
決
策
を
冷
静
に
話
し
合
え
る
よ
う

に
、
日
ご
ろ
か
ら
近
隣
と
の
関
係
を
築
い

て
お
く
の
も
重
要
で
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
集
合
住
宅
で
あ
る
以
上
、

避
け
て
は
通
れ
な
い
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
や
管
理
に
関
す
る
問
題
。

生
活
す
る
上
で
必
ず
発
生
す
る
「
音
」
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

第 

7 

回 

疎
遠
だ
っ
た
父
が
マ
ン
シ
ョ
ン
で
孤
独
死
を
迎
え
ま
し
た
。

私
が
マ
ン
シ
ョ
ン
を
相
続
し
た
た
め
、
売
却
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

「
孤
独
死
」
と
い
う
こ
と
を
不
動
産
業
者
に
告
知
す
る
義
務
は
あ
り
ま
す
か
？

私
は
音
楽
鑑
賞
が
趣
味
で
、
部
屋
で
よ
く
聴
い
て
い
ま
す
。

先
日
、
上
階
の
人
か
ら
音
楽
が
う
る
さ
い
と
注
意
を
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

周
囲
に
気
を
遣
っ
て
生
活
し
な
け
れ
ば
、
音
楽
も
流
せ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

相
談
2

相
談
1

桑
田
弁
護
士
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

皆
さ
ま
の
お
悩
み
の
中
か
ら
、
毎
号
、
桑
田
弁
護
士
が
ア
ド
バ
イ
ス
を

く
だ
さ
い
ま
す
。ご
相
談
は
巻
末
の
は
が
き
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た
人

桑
田
英
隆
／
弁
護
士
、マ
ン
シ
ョン
管
理
士
。
桑
田
・
中
谷
法
律
事
務
所
所
属
。
常
に

依
頼
主
の
立
場
に
立
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
と
、
そ
の
問
題
解
決
の
手
腕
に
は
定
評
が
あ
る
。

10
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P O S T  C A R D

名湯で繋がり、名湯を愛でる
大型リゾートマンションのお作法

左から、中日本支店フロントマネー
ジャーの夏目愼一、新・理事長に就
任された西澤清廣さん、前・理事長
の熊坂雅子さん、フロントの木原誠司。

サーモンピンクで統一されたエント
ランスは天井も高く、広 と々した空間。
ヨーロッパの高級リゾートホテルの
ようなラグジュアリーな雰囲気です。

　

志
賀
高
原
は
、
古
く
か
ら
リ

ゾ
ー
ト
地
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き

た
由
緒
正
し
き
地
。
周
囲
を

２
０
０
０
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
が

囲
む
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
恩
恵

で
、
四
季
を
通
じ
て
豊
か
な
表
情

を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
様
々
な
魅

力
が
詰
ま
っ
た
志
賀
高
原
で
す
が
、

中
で
も
人
々
を
惹
き
付
け
て
や
ま

な
い
の
が「
温
泉
」。
今
回
訪
れ
た

マ
ン
シ
ョ
ン
も
、
温
泉
抜
き
に
は

語
る
こ
と
の
で
き
な
い
特
別
な
物

件
で
す
。

　

上
か
ん
ば
や
し林

温
泉
の「
塵じ
ん
ぴ
ょ
う
か
く

表
閣
」と
言

え
ば
、
夏
目
漱
石
や
川
端
康
成
、

与
謝
野
晶
子
と
い
っ
た
文
豪
が
愛

し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
有
名
な
老

舗
旅
館
。
そ
の
魅
力
は
、
源
泉
か

け
流
し
の
温
泉
施
設
。
非
加
水
、

非
加
熱
の
良
泉
を
求
め
て
、
日
本

中
の
温
泉
通
が
集
い
ま
す
。
そ
し

て
、
旅
館
に
隣
接
す
る
ロ
イ
ヤ
ル

リ
ゾ
ー
ト
志
賀
高
原
に
も
、
全
く

同
じ
お
湯
が
ひ
か
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
内
に
は「
七
萬
の

湯
」「
大
桧
の
湯
」と
い
う
２
つ
の

大
浴
場
が
あ
り
ま
す
。
３
年
前
に

大
き
な
予
算
を
組
ん
で
施
設
の
一

大
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
果
た
し
ま
し

た
の
で
、
浴
室
は
清
潔
で
使
い
勝

手
も
良
好
で
す
。

　

訪
問
し
た
当
日
は
第
26
期
の
定

期
総
会
が
開
か
れ
て
お
り
、
理
事

長
が
交
代
さ
れ
る
節
目
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
も
あ
り
ま
し
た
。
任
期
を

全
う
さ
れ
た
前
理
事
長
の
熊
坂
さ

ん
は
、
着
工
前
後
の
こ
と
を
懐
か

し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

 

「
こ
こ
の
魅
力
は
や
っ
ぱ
り
温
泉

な
ん
で
す
。
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
で

す
し
、
様
々
な
考
え
を
持
っ
た
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、そ
の

部
分
だ
け
は
皆
の
共
有
認
識
だ
っ

た
ん
で
す
ね
。
た
だ
大
が
か
り
な

工
事
で
し
た
し
予
算
も
大
き
か
っ

た
の
で
、
実
施
に
至
る
ま
で
は
…

そ
れ
は
そ
れ
は
大
変
な
道
の
り
で

し
た
。
で
も
、
今
と
な
っ
て
は
い

い
思
い
出
で
す
。
私
た
ち
の
特
別

な
マ
ン
シ
ョ
ン
、こ
れ
か
ら
も
誇

り
に
思
い
な
が
ら
住
み
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
」

ロ
イ
ヤ
ル
リ
ゾ
ー
ト
志
賀
高
原

マ
リ
モ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
管
理
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
、

管
理
組
合
の
取
り
組
み
や
理
事
長
様
の
声
を
お
届
け
し
ま
す
。

今
回
は
日
本
有
数
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
リ
ゾ
ー
ト
、

志
賀
高
原
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

長野県下高井郡

ロ
イ
ヤ
ル
リ
ゾ
ー
ト
志
賀
高
原

長
野
県
下
高
井
郡
山
ノ
内
町

大
字
平
隠
１
４
０
２

11
階
建　

全
１
５
７
戸

１
９
９
１
年
５
月
竣
工
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本
州
日
本
海
側
最
大
の
都
市
で

あ
る
新
潟
市
に
お
住
ま
い
の
Ｓ
さ

ん
夫
妻
。
駅
か
ら
車
で
15
分
ほ
ど

に
位
置
す
る
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が

建
っ
た
の
は
約
10
年
前
の
こ
と
。

 

「
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
決
め
た
一

番
の
理
由
は
、１
０
０
㎡
を
超
え

る
広
さ
で
す
。
以
前
住
ん
で
い
た

マ
ン
シ
ョ
ン
が
狭
か
っ
た
の
で
、

と
に
か
く
広
さ
に
は
こ
だ
わ
り
ま

し
た
」と
ご
主
人
。
色
々
な
物
件

を
見
て
き
た
が
、
希
望
す
る
広
さ

の
物
件
は
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
。

そ
し
て
、
よ
う
や
く
見
つ
け
た
の

が
、
お
ふ
た
り
を
満
足
さ
せ
る
広

さ
の
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
だ
っ
た
と

の
こ
と
。
さ
ら
に
、
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
好
き
の
奥
様
が
望
ん
で
い
た
、

専
用
庭
付
き
と
い
う
条
件
も
ク
リ

ア
し
て
い
た
の
が
、
大
き
な
決
め

手
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

 

「
当
初
は
周
辺
環
境
が
あ
ま
り
よ

く
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
道
路
が

整
備
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
た
の
で
、

近
い
未
来
、
必
ず
便
利
な
場
所
に

な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
」と

建
設
当
時
を
振
り
返
る
ご
主
人
。

引
越
を
し
て
か
ら
１
～
２
年
後
、

目
の
前
に
は
大
き
な
道
路
が
敷
か

れ
、
徒
歩
１
分
の
と
こ
ろ
に
は
バ

ス
停
が
、
さ
ら
に
ス
ー
パ
ー
も
徒

歩
圏
内
に
誕
生
し
ま
し
た
。
ご
主

人
の
予
想
通
り
、
便
利
な
エ
リ
ア

へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
す
。

　

立
地
上
の
利
点
に
加
え
て
、
ご

主
人
が
理
事
長
に
な
っ
て
か
ら
は

マ
ン
シ
ョ
ン
内
の
整
備
も
進
み
、

よ
り
住
み
心
地
の
良
い
マ
ン
シ
ョ

ン
に
な
っ
た
と
い
う
声
も
。
頼
り

が
い
が
あ
っ
て
ユ
ー
モ
ア
も
あ
る

ご
主
人
の
人
柄
も
あ
っ
て
、
マ
ン

シ
ョ
ン
住
民
同
士
の
仲
が
と
て
も

良
い
ん
だ
そ
う
で
す
。「
と
に
か

く
皆
さ
ん
優
し
く
て
親
切
な
の
が
、

こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
番
の
魅
力

で
す
。
と
く
に
何
も
な
い
家
な
ん

で
す
け
ど
、
よ
く
近
所
の
子
供
た

ち
が
遊
び
に
来
る
ん
で
す
よ
」と

朗
ら
か
に
笑
う
奥
様
。
お
ふ
た
り

は
も
ち
ろ
ん
、
ご
近
所
の
人
た
ち

に
と
っ
て
も
憩
い
の
場
と
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

ポ
レ
ス
タ
ー
ブ
ロ
ー
ド
シ
テ
ィ
上
近
江
　

S
様
邸

お
住
ま
い

拝　
　

見

the room 
  next door

右は管理員の高橋賢司。左は、
担当して 3年になる東日本支店
営業 2課フロント、太田有輝。

100㎡以上もある広さが自慢の
3LDK。約 21帖もあるリビング・
ダイニングは、一面が専用庭に続
く大きな窓で、開放感たっぷり。

結婚 35年目となるおしど
り夫婦。会社をリタイアさ
れたご主人は、奥様とのん
びり過ごす日々を満喫中。

「
一
番
大
切
に
し
て
い
る
の
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
住
民

の
方
の
気
持
ち
を
最
優
先
に
、
皆

さ
ん
が
気
持
ち
良
く
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
、
掃
除
は
得
意
な
ん
で
す
。

毎
日
、
雑
巾
か
け
を
し
て
、
心
地

良
い
空
間
を
保
っ
て
い
ま
す
」と

就
任
１
年
に
な
る
管
理
員
の
高
橋
。

フ
ロ
ン
ト
の
太
田
も
信
頼
を
寄
せ

て
い
る
。「
現
場
の
こ
と
は
す
べ

て
お
任
せ
で
き
ち
ゃ
い
ま
す
。
連

絡
も
し
っ
か
り
く
れ
る
の
で
、
高

橋
さ
ん
が
人
と
人
と
の
関
係
を
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
仕
事
熱
心
な
管
理
員
に
は
助

け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
」。

ポ
レ
ス
タ
ー
ブ
ロ
ー
ド
シ
テ
ィ

上
近
江

新
潟
県
新
潟
市
中
央
区
上
近
江

３
丁
目
５
番
22
号

15
階
建
　
全
１
４
３
戸

２
０
０
８
年
１
月
竣
工

このマンションを担当しています

掘り出し物だったという、重厚感のある
4人掛けのダイニングテーブル。シンプ
ルで落ち着きのあるデザインが、他のイ
ンテリアと馴染んでいて良いのだそう。

ダイニング4

ご主人がテレビを観るための和室。着工
前の購入だったので、押入れだったところ
を従来の間取りから変更し、仏壇を置け
るように床の間へ改装してもらいました。

和室3

奥様が、お庭の次に気に入っているのが
こちらのキッチン。大容量の食器棚や食
洗機が造り付けだったので、収納にも困
ることなく、使い勝手もとてもいいそう。

キッチン2

奥様の念願叶って手に入れた専用
庭は、遮るものが少なく空まで抜け
て、日当たりも抜群。奥様の趣味で
あるガーデニングはもちろん、天気
の良いときは、夫婦ふたりでベンチ
に座ってのんびりするんだそうです。

専用庭1

開放感たっぷりのリビングは
癒しの時間が永遠に続く

ご主人はとにかく多趣味。車や自転車、さらに
はカメラまで、家の中にはいろいろな趣味グッ
ズがインテリアとして飾ってあります。ルイガ
ノのマウンテンバイクは、ダイエット用に購入。

我が家の
ご自慢
インテリア

3

4

1

2

Bedroom

Entrance

Terrace

Bedroom

1213
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本
州
日
本
海
側
最
大
の
都
市
で

あ
る
新
潟
市
に
お
住
ま
い
の
Ｓ
さ

ん
夫
妻
。
駅
か
ら
車
で
15
分
ほ
ど

に
位
置
す
る
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が

建
っ
た
の
は
約
10
年
前
の
こ
と
。

 

「
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
決
め
た
一

番
の
理
由
は
、１
０
０
㎡
を
超
え

る
広
さ
で
す
。
以
前
住
ん
で
い
た

マ
ン
シ
ョ
ン
が
狭
か
っ
た
の
で
、

と
に
か
く
広
さ
に
は
こ
だ
わ
り
ま

し
た
」と
ご
主
人
。
色
々
な
物
件

を
見
て
き
た
が
、
希
望
す
る
広
さ

の
物
件
は
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
。

そ
し
て
、
よ
う
や
く
見
つ
け
た
の

が
、
お
ふ
た
り
を
満
足
さ
せ
る
広

さ
の
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
だ
っ
た
と

の
こ
と
。
さ
ら
に
、
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
好
き
の
奥
様
が
望
ん
で
い
た
、

専
用
庭
付
き
と
い
う
条
件
も
ク
リ

ア
し
て
い
た
の
が
、
大
き
な
決
め

手
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

 

「
当
初
は
周
辺
環
境
が
あ
ま
り
よ

く
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
道
路
が

整
備
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
た
の
で
、

近
い
未
来
、
必
ず
便
利
な
場
所
に

な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
」と

建
設
当
時
を
振
り
返
る
ご
主
人
。

引
越
を
し
て
か
ら
１
～
２
年
後
、

目
の
前
に
は
大
き
な
道
路
が
敷
か

れ
、
徒
歩
１
分
の
と
こ
ろ
に
は
バ

ス
停
が
、
さ
ら
に
ス
ー
パ
ー
も
徒

歩
圏
内
に
誕
生
し
ま
し
た
。
ご
主

人
の
予
想
通
り
、
便
利
な
エ
リ
ア

へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
す
。

　

立
地
上
の
利
点
に
加
え
て
、
ご

主
人
が
理
事
長
に
な
っ
て
か
ら
は

マ
ン
シ
ョ
ン
内
の
整
備
も
進
み
、

よ
り
住
み
心
地
の
良
い
マ
ン
シ
ョ

ン
に
な
っ
た
と
い
う
声
も
。
頼
り

が
い
が
あ
っ
て
ユ
ー
モ
ア
も
あ
る

ご
主
人
の
人
柄
も
あ
っ
て
、
マ
ン

シ
ョ
ン
住
民
同
士
の
仲
が
と
て
も

良
い
ん
だ
そ
う
で
す
。「
と
に
か

く
皆
さ
ん
優
し
く
て
親
切
な
の
が
、

こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
番
の
魅
力

で
す
。
と
く
に
何
も
な
い
家
な
ん

で
す
け
ど
、
よ
く
近
所
の
子
供
た

ち
が
遊
び
に
来
る
ん
で
す
よ
」と

朗
ら
か
に
笑
う
奥
様
。
お
ふ
た
り

は
も
ち
ろ
ん
、
ご
近
所
の
人
た
ち

に
と
っ
て
も
憩
い
の
場
と
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

ポ
レ
ス
タ
ー
ブ
ロ
ー
ド
シ
テ
ィ
上
近
江
　

S
様
邸

お
住
ま
い

拝　
　

見

the room 
  next door

右は管理員の高橋賢司。左は、
担当して 3年になる東日本支店
営業 2課フロント、太田有輝。

100㎡以上もある広さが自慢の
3LDK。約 21帖もあるリビング・
ダイニングは、一面が専用庭に続
く大きな窓で、開放感たっぷり。

結婚 35年目となるおしど
り夫婦。会社をリタイアさ
れたご主人は、奥様とのん
びり過ごす日々を満喫中。

「
一
番
大
切
に
し
て
い
る
の
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
住
民

の
方
の
気
持
ち
を
最
優
先
に
、
皆

さ
ん
が
気
持
ち
良
く
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
、
掃
除
は
得
意
な
ん
で
す
。

毎
日
、
雑
巾
か
け
を
し
て
、
心
地

良
い
空
間
を
保
っ
て
い
ま
す
」と

就
任
１
年
に
な
る
管
理
員
の
高
橋
。

フ
ロ
ン
ト
の
太
田
も
信
頼
を
寄
せ

て
い
る
。「
現
場
の
こ
と
は
す
べ

て
お
任
せ
で
き
ち
ゃ
い
ま
す
。
連

絡
も
し
っ
か
り
く
れ
る
の
で
、
高

橋
さ
ん
が
人
と
人
と
の
関
係
を
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
仕
事
熱
心
な
管
理
員
に
は
助

け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
」。

ポ
レ
ス
タ
ー
ブ
ロ
ー
ド
シ
テ
ィ

上
近
江

新
潟
県
新
潟
市
中
央
区
上
近
江
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丁
目
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22
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このマンションを担当しています

掘り出し物だったという、重厚感のある
4人掛けのダイニングテーブル。シンプ
ルで落ち着きのあるデザインが、他のイ
ンテリアと馴染んでいて良いのだそう。

ダイニング4

ご主人がテレビを観るための和室。着工
前の購入だったので、押入れだったところ
を従来の間取りから変更し、仏壇を置け
るように床の間へ改装してもらいました。

和室3

奥様が、お庭の次に気に入っているのが
こちらのキッチン。大容量の食器棚や食
洗機が造り付けだったので、収納にも困
ることなく、使い勝手もとてもいいそう。

キッチン2

奥様の念願叶って手に入れた専用
庭は、遮るものが少なく空まで抜け
て、日当たりも抜群。奥様の趣味で
あるガーデニングはもちろん、天気
の良いときは、夫婦ふたりでベンチ
に座ってのんびりするんだそうです。

専用庭1

開放感たっぷりのリビングは
癒しの時間が永遠に続く

ご主人はとにかく多趣味。車や自転車、さらに
はカメラまで、家の中にはいろいろな趣味グッ
ズがインテリアとして飾ってあります。ルイガ
ノのマウンテンバイクは、ダイエット用に購入。

我が家の
ご自慢
インテリア

3

4

1

2
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希望賞品の記号を選んで、このページに添付されたハガキに
必要事項を記入してご応募ください。切手は不要です。

当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。
【締め切り】2017年12月15日（金）

時
節
の
贈
物

「住人十色」に登場した滝沢さんが、普
段使いの食器として愛用している磁器
作家、イイホシ ユミコさんの作品。「アン
ジュール」シリーズのカップと、ソーサー
代わりにもなるプレートのセット。カップ
￥3,200（税抜）、プレート￥1,800（税抜）
／ klala　www.klala.net

YUMIKO IIHOSHI

「un jour series」
カップ＆プレートセットA

「おうちサバイバル」で紹介した、ソーラー
充電式のランタン。もともとは被災地での
使用や電気事情がよくない地域へ広める
ために開発されたライトです。折り畳むと
わずか1.5㎝の厚さに。￥3,400（税抜）
／ランドポートa03-3255-8388

ランドポート

「ソーラーパフ」
LEDランタンB

「マンション便り」で訪れた、北信州の町民食
で、サバの水煮と根曲がり竹を入れたお味噌
汁。志賀高原で採れた天然竹の子を使用して
おり、えぐみがなく、風味と食感が絶妙。天然
もののため数量限定品。￥1,000（税込）／
道の駅北信州やまのうち　☎0269-31-1008

道の駅北信州やまのうち

「サバタケ」C

名様1

名様10

２
歳
と
０
歳
の
子
供
と
住
ん
で
お

り
ま
す
。
大
き
な
声
が
近
隣
に
迷

惑
に
な
っ
て
い
な
い
か
心
配
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
壁
の
厚
さ

や
窓
の
密
閉
具
合
が
素
晴
し
く
、

る
山
々
と
雲
、そ
し
て
月
を
眺
め

る
の
が
大
好
き
で
す
。
窓
を
い
つ

も
綺
麗
に
磨
き
、
窓
周
辺
も
片
付

け
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

（
坂
出
市  

Ｎ
Ａ
さ
ん  

43
歳
）

ま
ず
気
に
入
っ
た
の
は
、
大
き
な

窓
の
あ
る
リ
ビ
ン
グ
で
す
。
広
大

な
空
と
雲
の
眺
め
、そ
し
て
眼
下

に
は
城
内
の
お
堀
。
毎
日
、
豊
か

な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

と
て
も
快
適
に
暮
ら
せ
て
い
ま
す
。

（
広
島
市  

Ｉ
Ｍ
さ
ん  

34
歳
）

う
ち
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
員
さ

ん
の
活
躍
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。

お
蔭
様
で
、
快
適
な
マ
ン
シ
ョ
ン

ラ
イ
フ
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
ポ

レ
ス
タ
ー
に
し
て
良
か
っ
た
で
す
。

（
鳥
取
市  

Ｕ
Ｉ
さ
ん  

57
歳
）

リ
ビ
ン
グ
の
大
き
な
窓
か
ら
見
え

私
の
大
好
き
な
佐
賀
平
野
。
街
中

か
ら
こ
れ
だ
け
の
自
然
が
望
め
る

所
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

（
佐
賀
市  

Ｔ
Ｍ
さ
ん  

63
歳
）

先
日
、
横
な
ぐ
り
の
雨
が
降
っ
た

後
、
管
理
員
さ
ん
が
一
生
懸
命
に

掃
除
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
い

つ
も
綺
麗
に
し
て
い
た
だ
い
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
千
葉
市  

Ｉ
Ｊ
さ
ん  

52
歳
）

住
み
始
め
て
早
８
年
。マ
ン
シ
ョ

ン
内
や
、
マ
ン
シ
ョ
ン
近
隣
に
も

子
供
を
通
し
て
知
り
合
い
が
増
え
、

こ
こ
が
我
が
家
な
ん
だ
な
ぁ
と
実

感
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
高
崎
市  

Ｉ
Ｍ
さ
ん  

39
歳
）

マ
ン
シ
ョ
ン
ロ
ビ
ー
の
七
夕
飾
り

を
、
毎
年
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
１

歳
10
カ
月
に
な
る
娘
は
、
今
年
は

短
冊
に
お
絵
描
き
で
き
ま
し
た
。

子
供
た
ち
の
か
わ
い
ら
し
い
願
い

事
を
見
な
が
ら
、
他
の
住
民
の
方

と
の
会
話
も
は
ず
み
ま
し
た
。

（
呉
市  

Ｓ
Ｔ
さ
ん  

38
歳
）

ハ
イ
セ
ン
ス
な
内
容
で
、つ
い
つ

い
読
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
多
く
の

雑
誌
が
あ
る
中
で
、
読
み
手
の
気

持
ち
を
分
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
楽
し
み
に
し
て
ま
す
。

（
飯
田
市  

Ｋ
Ｔ
さ
ん  

58
歳
）

風
ノ
架
け
橋

皆
様
の
ご
意
見
や

ご
感
想
を
紹
介
！

名様5
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紙 一 重 ダイエット効果があると話題の食事方法、じつは間違っているかも !?
健康を損なう前に、正しい知識を身につけましょう。

［監修］北川みゆき／管理栄養士、NPO法人日本食育ランドスケープ協会 理事

小
麦
を
使
っ
た
食
品
は
体
に
よ
く
な
い
と
聞
き
ま
し
た
。

パ
ン
食
を
や
め
て
お
米
だ
け
に
し
た
の
で
す
が
、
問
題
あ
り
ま
す
か
？

健
康
法

グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
は
体
質
次
第

パ
ン
や
う
ど
ん
な
ど
の
小
麦
食
品

を
食
べ
な
い「
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
」

生
活
。
こ
れ
を
す
る
こ
と
で
、
体

調
が
よ
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
万
人
に
効
果
が
あ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
来
は
、
小

麦
な
ど
に
含
ま
れ
る「
グ
ル
テ
ン
」

が
体
質
に
合
わ
な
い
人
の
た
め
の

食
事
療
法
な
の
で
、
体
質
的
に
問

題
な
い
人
が
行
っ
て
も
、
じ
つ
は

あ
ま
り
意
味
は
な
い
の
で
す
。

グ
ル
テ
ン
は
こ
ん
な
食
品
に
も
！

も
し
原
因
不
明
の
頭
痛
や
便
秘
、

下
痢
な
ど
の
体
調
不
良
に
悩
ん
で

い
る
の
な
ら
、
試
し
て
み
る
価
値

は
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
パ
ン

や
う
ど
ん
の
ほ
か
、
カ
レ
ー
ル
ウ
、

ビ
ー
ル
、
お
醤
油
、
穀
物
酢
な
ど
、

グ
ル
テ
ン
は
様
々
な
も
の
に
含
ま

れ
て
い
る
の
で
ご
注
意
を
。
２
週

間
ほ
ど
試
し
て
み
て
体
調
が
よ
く

な
る
よ
う
な
ら
、
グ
ル
テ
ン
が
原

因
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
で
痩
せ
る
、は
嘘

グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
に
ダ
イ
エ
ッ
ト

効
果
が
あ
る
と
い
う
の
も
勘
違
い
。

小
麦
製
品
を
抜
い
た
か
ら
ダ
イ

エ
ッ
ト
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
普
段
か
ら
パ
ン

や
ケ
ー
キ
、
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
小

麦
を
使
っ
た
も
の
を
食
べ
過
ぎ
て

い
た
人
は
、
結
果
と
し
て
糖
質
制

限
で
き
る
の
で
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
な

る
こ
と
も
。
何
で
も
食
べ
過
ぎ
は

よ
く
な
い
、と
い
う
こ
と
で
す
。

今
す
ぐ
痩
せ
た
い
の
で
、
フ
ァ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
挑
戦
を
し
た
い
！

で
も
、
水
し
か
飲
ん
じ
ゃ
い
け
な
い
な
ん
て
辛
す
ぎ
ま
す
。

健
康
法

フ
ァ
ス
テ
ィ
ン
グ
＝
ダ
イ
エ
ッ
ト
？

そ
も
そ
も「
フ
ァ
ス
テ
ィ
ン
グ
」は

ダ
イ
エ
ッ
ト
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

断
食
す
る
こ
と
で
、
内
臓
を
休
ま

せ
、
体
内
の
細
胞
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
さ
せ
て
体
調
を
整
え
る
の
が

目
的
。
食
べ
て
い
な
い
分
、
体
重

も
減
少
す
る
た
め
、
一
時
的
な
ダ

イ
エ
ッ
ト
効
果
は
あ
り
ま
す
が
、

元
の
生
活
に
戻
れ
ば
体
重
も
す
ぐ

に
元
通
り
。
そ
の
後
の
食
生
活
を

あ
ら
た
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

水
し
か
飲
め
な
い
わ
け
じ
ゃ
な
い

フ
ァ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
と
き
に

大
切
な
の
が
、
準
備
と
回
復
期
間
。

３
日
の
断
食
を
す
る
な
ら
、
前
後

３
日
ず
つ
が
、
準
備
と
回
復
に
必

要
で
す
。
準
備
中
は
間
食
や
ア
ル

コ
ー
ル
を
控
え
、
消
化
に
よ
い
も

の
を
腹
八
分
目
食
べ
る
こ
と
。
断

食
中
は
、
水
だ
け
で
な
く
、
酵
素

ド
リ
ン
ク
や
コ
ー
ル
ド
プ
レ
ス

ジ
ュ
ー
ス
、
大
根
お
ろ
し
な
ど
、

酵
素
を
活
性
化
で
き
、
ミ
ネ
ラ
ル

や
ビ
タ
ミ
ン
が
含
ま
れ
る
も
の
を

と
り
ま
し
ょ
う
。

終
わ
っ
た
後
が
肝
心
で
す

フ
ァ
ス
テ
ィ
ン
グ
後
、
す
ぐ
に
通

常
の
食
事
を
と
る
の
は
N
G
。
ま

ず
は
重
湯
か
ら
始
め
、
お
か
ゆ
、

具
な
し
の
味
噌
汁
な
ど
、
消
化
に

よ
い
も
の
で
体
を
慣
ら
し
ま
す
。

３
日
以
上
の
フ
ァ
ス
テ
ィ
ン
グ
を

す
る
場
合
は
、
専
門
家
の
指
導
の

も
と
で
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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